
                                 

 

 

藤沢市役所            記 者 発 表 資 料 

２０２４年（令和 6 年）5 月 31 日 

 

 

藤沢記者クラブ各位 

 

藤沢市職員措置請求書（住民監査請求）に係る監査結果について 

 

２０２４年（令和６年）４月３日付けで提出された藤沢市職員措置請求書（住民監

査請求）について、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４２条第５項の規定

により監査を行った結果を、５月３０日、請求人に対して通知しました。 

監査結果の概要は、次のとおりです。 

 

１ 請求の概要 

 （１）二番構公園噴水池給水設備の故障による点検作業の発注について、参考見積

依頼から役務の依頼までの手続きが１日で終了していることは不自然である。

また、故障箇所の修繕について、点検作業を請け負った事業者と同一の事業者

が受注しており、分割発注が疑われるので、再発防止を求める。 

（２）同公園の滝（和風流れ）の給水設備の故障による電気点検作業の発注につい

て、緊急のため１者見積により、同じく参考見積依頼から役務の依頼までの手

続きが１日で終了していることは不自然である。本点検作業は適正な金額では

ないので、職員に実費以外の差額の返却を求める。 

 

２ 監査結果の概要 

  本件２件の点検作業及び修繕について、一連の事務手続き及び支出が財務会計

上違法又は不当であり、実費以外の差額の返還などの措置を求めた措置請求は、

理由がないから棄却する。 

（１）二番構公園噴水池給水設備の故障による点検作業の発注について 

参考見積依頼から役務の依頼までの一連の事務手続きが１日で終了している

ことは不自然であるとの主張について、点検作業の発注は、緊急の中で急ぎ処

置をとらなければならない状況であったことから、事務執行上想定される範囲

内であると考える。また、故障箇所の修繕については、通常、故障箇所が不明

の場合は、直ちに修繕依頼を行うことはなく、原因を特定し、その結果に基づ

き修繕を行うものであり、３者見積の結果、最低価格の当該事業者が受注した

ことは、分割発注行為とはいえない。 

（２）同公園の滝（和風流れ）の給水設備の故障による電気設備点検作業の発注に

ついて 

２（１）と同じく一連の事務手続きが１日で終了していることは不自然であ



るとの主張については、前記と同様に急ぎ処置をとらなければならない状況で

あったことから、事務執行上想定される範囲内である。また、本件点検作業の

費用につき、実費以外の差額の返還などの措置を求めた請求人の主張について、

公園課では他の見積等を参考に比較して、その金額の妥当性を判断しており、

不当な支出とはいえない。 
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＊この資料に関する問い合わせ先    藤沢市役所 監査事務局 

                    担当： 山口  

                    内線： 5410 

                    直通： 0466(50)3563 

 


